
第５学年 割 合 単元指導計画 １月中旬 ～ ２月中旬 １／２

１ ２ ３ ４ ５ ６

割合の意味を知り、割合 比べる量は、もとにする もとにする量は、比べる 割合の意味や比べる量、 百分率の意味や表し方を もとにする量と百分率を
ね を小数や分数で表すことが 量×割合で求められること 量÷割合で求められること もとにする量、割合の関係 理解し、割合を百分率で表 用いて、比べる量を求める

できる。 を理解する。 を理解する。 などの理解を深めることが すことができる。 ことができる。
ら できる。

い

問題 問題 問題 問題 問題 問題
学級文庫に本が４０さつ じゃがいもにふくまれて あるサッカーチームが何 ｐ７３の練習１をしまし ともこさんの学校の５年 ８００さつ仕入れたノー

あります。そのうち、物語 いる水分の重さは、じゃが 回か試合をしたうち、２３ ょう。 生は１２０人です。そのう トがきのうまでに３４％売
主 の本は２４さつです。 いも全体の重さの約０．８ 回勝ちました。試合に勝っ ち、女の子は５４人です。 れました。

物語の本の数は、学級文 の割合です。 た割合は０．４６です。こ ・自分の力で取り組む。 女の子の人数は、５年生全 売れたノートは何さつで
庫の本全体の数の何倍でし じゃがいも３０㎏にふく のチームは、いままでに何 ・教科書やノートを参考に 体の人数のどれだけの割合 しょう。
ょう。 まれている水分は約何㎏で 回試合をしたでしょう。 取り組む。 でしょう。

な しょう。 ・仲間と交流して、考えを ・もとにする量、比べる量
・比べる２つの数を明らか ・もとにする量、比べる量 補充したり修正したりす ・もとにする量、比べる量 割合を明らかにする。

にする。 ・もとにする量、比べる量 割合を明らかにする。 る。 割合を明らかにする。 課題
・もとにする量を明らかに 割合を明らかにする。 ・数直線のよさを 想起す ・全体で交流する。 ・数量の関係を数直線に表 百分率を割合に直して、

学 する。 ・数直線のよさを、想起す る。 したり、式にあてはめた 比べる量を求めよう。
・線分図を用意し、割合の る。 課題 りして立式し、割合を求

意味を明らかにする。 課題 数直線や式に表して、も める。 ・百分率を割合（小数）で
課題 数直線や式に表して、比 とにする量を求めよう。 課題 表す。

習 数直線に表し、割合を求 べる量を求めよう。 百分率の意味を知ろう。 ・数量の関係を数直線に表
めよう。 ・数量の関係を数直線に表 したり、式にあてはめた

・数量の関係を数直線に表 す。 ・百分率について知り求め りして立式し、比べる量
・数量の関係を数直線に表 す。 ・数直線の関係を式で表し た割合を百分率で表す。 を求める。

活 す。 ・数直線の関係を式で表し もとにする量を求める。 ・百分率を用いた表現と小 ・割合を百分率で表してあ
・数直線の関係を式で表し 比べる量を求める。 ・もとにする量を求める式 数を用いた表現を比較す るときは、割合を小数に

割合を求める。 ・比べる量を求める式をま をまとめる。 る。 して考えればよいことを
・割合を求める式をまとめ とめる。 まとめる。

動 る。

関心 数直線を使ったり既習内 数直線や公式を使って式 数直線や公式を使って式 既習を生かして、問題に 百分率で表された日常事 数直線や公式を使って式
意欲 容を使って式化しようとす 化しようとする。 化しようとする。 取り組もうとする。 象に関心をもつ。 化しようとする。
態度 る。

考 数量の関係を数直線で表 数量の関係を数直線に表 一方を１と見たとき、も 一方を１００％と見たと量を比べるとき、一方を 割合と百分率の関係をも
え し、倍の考え方を使って式 し、小数のわり算の学習を う一方はどれだけにあたる き、もう一方とそのどれだ１と見たとき、もう一方は とに考える。
方 を考える。 もとに式を考える。 かの考え方を深める。 けにあたるか考える。どれだけかを考える。

表現 割合を小数や分数で表す 問題を数直線で表し、比 問題を数直線で表しもと 数直線や公式を使って、 百分率の表し方で割合を 百分率を小数に直して、
・ ことができる。 べる量を求めることができ にする量を求めることがで 問題を解決することができ 表すことができる。 比べる量を求めることがで
処理 る。 きる。 る。 きる。

知識 割合の意味と、割合を求 比べる量の求め方と比べ もとにする量の求め方と 様々な割合の問題の解き 百分率の意味と表し方が 百分率を小数に直して、
・ める公式の意味がわかる。 る量を求める公式の意味が 公式の意味がわかる。 方がわかる。 わかる。 比べる量を求める方法がわ
理解 わかる。 かる。



２／２

７ ８ ９ １０ １１ １２

歩合の意味や表し方、百 百分率と歩合の意味や、 もとにする量を求め、比 利益を求めて仕入れ値に 比べる量と割合がわかっ 割合、もとにする量、比
ね 分率との相互の関係を理解 表し方の理解を深めること べる量のもとにする量に対 たす考え方と、定価は仕入 ているとき、もとにする量 べる量の関係の理解を深め

し、割合を歩合で表すこと ができる。 する割合を百分率で求める れ値のどれだけにあたるか を求めることができる。 ることができる。
ら ができる。 ことができる。 を見出す考え方を使って、

定価（くらべる量）を求め
い る問題を解決することがで

きる。

問題 問題 問題 問題 問題 問題
まさるさんは野球の試合 ｐ７７の練習２をしまし ４５０ｇの水に、５０ｇ １個４００円で仕入れた 公園全体の面積の３０％ ｐ８２のまとめの練習を

で打数４０のうち、ヒット ょう。 の食塩をとかして食塩水を 品物に、２５％の利益があ にしばふが植えられていて しましょう。
主 を１５本打ちました。 つくります。 るように定価をつけようと 残りは遊び場になっていま

打ったヒットの数は、全 ・自分の力で取り組む。 食塩の重さは、食塩水全 思います。定価は、何円に す。 ・自分の力で取り組む。
打数のどれだけの割合か小 ・教科書やノートを参考に 体の重さの何％でしょう。 すればいいでしょう。 遊び場の面積が２８００ ・教科書やノートを参考に
数で表しましょう。 取り組む。 ㎡ならば、公園全体の面積 取り組む。

な ・仲間と交流して、考えを ・もとにする量、比べる量 ・もとにする量、比べる量 は何㎡でしょう。 ・仲間と交流して、考えを
・もとにする量、比べる量 補充したり修正したりす を明らかにする。 割合を明らかにする。 補充したり修正したりす

割合を明らかにする。 る。 課題 ・比べる量には 「利益」 ・もとにする量、比べる量 る。、
・数量の関係を数直線に表 ・全体で交流する。 もとにする量を計算で求 と「定価」の２通りがあ 割合を明らかにする。 ・全体で交流する。

学 したり、式にあてはめた めてから割合を求めよう。 ることを明らかにする。 課題
りして立式し、割合を求 課題 数直線や式に表して、も
める。 ・数量の関係を数直線に表 比べる量を「利益」と「 とにする量を求めよう。
課題 したり、式にあてはめた 定価」の２通りにして定価

習 歩合の意味を知ろう。 りして立式し、割合を求 を求めよう。 ・数量の関係を数直線に表
める。 したり、式にあてはめた

・歩合について知る。 ・類題を作って、実際に解 ・ 利益」や「定価」の割 りして立式し、もとにす「
・割合を歩合で表す。 く。 合を明らかにする。 る量を求める。

活 ・歩合が用いられている場 ・比べる量を求めて問題を ・類題を作って、実際に解
面を想起する。 解決する く。

・求めたい物ものの割合を
まず求める考え方がわか

動 る。

関心 歩合で表された日常事象 既習を生かして、問題に もとにする量をはっきり ２通りの方法で問題を解 数直線や公式を使って式 既習を生かして、問題に
意欲 に関心をもつ。 取り組もうとする。 させようとする。 決しようとする。 化しようとする。 取り組もうとする。
態度

考 歩合と百分率、割合の関 数直線や公式を根拠に数 もとにする量を計算で求 「定価」を比べる量と考 ４８％が０．４８である 数直線や公式を根拠に数
え 係を考える。 量関係を考える。 めてから、割合を求めると え、その割合がいくつにな ことを根拠に立式しようと 量関係を考える。
方 考える。 るか考える。 考える。

表現 歩合を小数で表したり、 数直線や公式を使って、 もとにする量を計算で求 「定価」を比べる量とし 百分率を小数に直しても 数直線や公式を使って、
・ 百分率で表したりすること 問題を解決することができ めてから割合を求めること て割合を求め、問題を解決 とにする量を求めることが 問題を解決することができ
処理 ができる。 る。 ができる。 することができる。 できる。 る。

知識 歩合の意味と表し方がわ 様々な割合の問題の解き もとにする量の求め方が 「定価」を比べる量にし 百分率を小数に直しても 様々な割合の問題の解き
・ かる。 方がわかる。 わかる。 て割合同士たす解決の方法 とにする量を求める方法が 方がわかる。
理解 がわかる。 わかる。


